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研究成果の概要（和文）：本研究では古アジア諸語チュクチ・カムチャッカ語族のアリュートル語・コリヤーク
語・イテリメン語、系統不明の言語であるコリマ・ユカギール語、およびサモエード諸語のセリクープ語の5つ
の言語を対象とし、(1) 言語資料の収集、データの整理・分析、(2)　基本的な統語構造の記述と統語情報アノ
テーション付与の方法論に関する研究、(3) 資料集積と共有のための国際的なネットワーク構築、(4) 言語資料
の公開に取り組んだ。研究成果として学術論文8件、学会発表19件、書籍5件を発表し、国際シンポジウムを2度
開催した。

研究成果の概要（英文）：This project aimed to conduct typological study of syntactic structures in 
five Siberian languages: Alutor, Koryak, Itelmen of Chukchi-Kamchatkan languages, Kolyma Yukaghir 
(isolate), and Selkup of Samoedic languages. Members of this project collected video and audio data 
of Alutor and Itelmen, supplemented text database, analyzed and annotated language data. We 
organized two international symposia and developed international collaboration with researchers from
 Russia, USA and Germany. As a result of this project, we published 8 academic papers and five 
books, and gave 19 oral presentations in various academic meetings including international 
conferences. 
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
シベリア地域における消滅の危機に瀕した言語につき、現地調査により新たな言語資料を収集し、またアーカイ
ブ調査により20世紀半ばに記録された未刊行資料を発見、データベース化した。この地域の言語の通時的研究や
方言研究、またこの地域の言語の比較研究を進展させるために大きく貢献できた。統語構造に関しては、チュク
チ・カムチャッカ諸語との系統関係に疑問が持たれているイテリメン語の統語構造がアリュートル語の統語構造
と強い類似性を示すことを明らかにし、この地域の言語の系統関係や言語接触の研究に大きく貢献した。言語資
料はロシア語訳を付して刊行し、現地コミュニティに研究成果を還元することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 本研究が対象とする古アジア諸語ならびにサモエード諸語の分布するシベリア地域は、新旧
両大陸をつなぐ重要な位置をしめており、言語類型論の研究においては早くから注目されてい
る地域である。しかし、いずれの言語も歴史的・地理的な事情から記述研究が著しく遅れている。
ロシアの研究者により近代的な学術研究が開始されたのは 20 世紀初頭であり、その後 1960 年
代から 70 年代にかけて一時的に研究の盛り上がりを見せたものの、継続した研究は困難であっ
た。1990 年代以降は日本人研究者が中心となり、現在に至るまで継続して記述研究を進めてき
た。 
 これらの言語はいずれも語幹合成や接辞法を多用する複雑な形態法を持つため、これまでの
記述研究の大部分は形態論研究に向けられてきた。統語法についてはきわめて簡略な記述があ
るのみで、基本的な統語構造に関しての体系的かつ詳細な調査はまだ十分に行なわれていない
という状況である。さらに、これらの言語を書き言葉として日常的に使う習慣がないため資料の
蓄積が圧倒的に少ないという問題もある。いずれの言語も母語話者数は数十人から 100 人程度
と推定され、民族人口に対する母語話者の割合は 10%にも満たない、消滅の危機に瀕した言語
であることを考えると、本研究のめざす統語構造の研究は緊急の課題である。 
 代表者と分担者 2 名はいずれも、それぞれが専門とするシベリア少数言語の記述研究を行っ
てきた国内の第一人者であり、科研費等の競争的資金により研究計画を実施し、成果を公開して
きた。調査研究開始当初は音韻論や形態論の調査を中心に研究を行ってきたが、とくに過去 5 年
間は統語構造に着目し、所有構造、非定形動詞、否定文、名詞項標示、関係節、名詞化などとい
った統語論中の個別のテーマについて一定の研究成果をあげてきた。 
 しかし、上述のとおり、シベリア少数言語の統語研究は近年ようやく始まったばかりであり、
基本的な統語論の調査が行なわれているといえるのはきわめて限られた言語にすぎない。した
がって、個々の言語の文法研究にとってはいうまでもなく、シベリア圏における地域的な特徴を
考える上でも、言語類型論的な観点から基本的な統語構造を明らかにすることが急がれている。
とくに、複雑な形態法を持つ言語の統語研究においては、伝統的な印欧語文法の枠組みではなく、
さまざまな文法機能をどのように表わしうるかという新たな視点からのアプローチが必要であ
る。また年々話者数が減少し、言語衰退が深刻な問題となっているシベリア少数言語の現状をふ
まえると、新たなテキスト資料の集積と分析ならびにその共有のための方法論研究を進めるこ
とは緊急の課題である。さらに、こうした研究は日本国内の研究者のみで達成するのは困難であ
り、各言語の学術研究と平行して言語保存活動に携わってきたロシアの研究者ならびに言語調
査や資料の刊行を継続して行なってきたヨーロッパの研究者との協力体制を構築した上で研究
を推進し、成果を公開していくことが必要である。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、古アジア諸語チュクチ・カムチャッカ語族のアリュートル語・コリヤーク語・イテ
リメン語、系統不明の言語であるコリマ・ユカギール語、およびサモエード諸語のセリクープ語
の 5 つの言語を対象とし、(1) シベリア少数言語の基本的な統語構造の記述、(2) 統語情報アノ
テーションの付与に関する方法論の研究、(3) 国際的ネットワークをベースとした言語資料の分
析・共有・公開に関する議論を通じて、シベリア諸言語の統語法に関する通言語的研究を進め、
この地域の地域類型論の深化に貢献することをめざした。 
 
３．研究の方法 
本研究では研究目的を達成するために以下のような研究活動を遂行した。 
 
(1) 現地調査、文献調査、既存のデータの整理と分析 
 統語構造の研究に不可欠であるテキスト資料を蓄積するために、新たな自然発話の資料なら
びに個人宅や博物館に収蔵されている未公刊資料を収集した。永山ゆかり（研究代表者）はロシ
ア連邦カムチャッカ地方においてアリュートル語の現地調査を実施した。また、これに加えてサ
ンクト・ペテルブルグ市において 19 世紀末から 20 世紀半ばに記録されたアリュートル語およ
びコリヤーク語の文献資料の調査を実施した。長崎郁（研究分担者）はロシア連邦トムスク州に
おいてセリクープ語の現地調査を実施した。小野智香子（研究分担者）はロシア連邦カムチャッ
カ地方においてイテリメン語の現地調査を実施した。それぞれの現地調査においては、文法調査
並びに新たな資料の収集、既存データの分析などを行った。収集した言語資料は順次データベー
ス化し、データベース化の終了した資料には統語構造の分析に必要な統語情報アノテーション
を付与した。 
 
(2) 統語情報アノテーション付与の方法論に関する研究 
研究会・ワークショップを開催し、それぞれのメンバーが研究対象としている言語の統語構造に
関する報告と意見交換を行った。ワークショップにおいては言語資料への統語情報アノテーシ
ョン付与の方法について、ユカギール語研究においてすでに一定の成果をあげている長崎郁の
主導により各メンバーが分析を行い、討議を重ねた。 
 



 (3) 資料集積と共有のための国際的なネットワーク構築 
少数言語の資料は、その言語の話し手が属するコミュニティには共有されにくい。したがって、
日本と海外の研究者が共同して、よりよい公開方法とデータ集積の方法を研究するためにメン
バーによる国際学会への参加や、国際シンポジウム開催により、国際的な研究者間のネットワー
クを構築した。 
 
 (4) 語彙集あるいはテキスト集などの言語資料の公開 
収集・分析の終了した資料はロシア語訳を付して刊行し、現地コミュニティに配布することで、
研究成果を社会に還元した。 
 
４．研究成果 
 本プロジェクトでは、シベリア地域における消滅の危機に瀕した言語につき、新たな一次資料
を収集・蓄積することができた。分析が終了した資料はロシア語訳をつけて、それぞれアリュー
トル語、セリクープ語、イテリメン語のテキスト集として刊行した。 
 また、過去に収集された未刊行資料のコピーを作成し、データベース化した。これには 1950
年代に収集されたアリュートル語カラガ方言、コリヤーク語カーメンスコエ方言など、これまで
ほとんど研究されておらず、資料の蓄積もない希少な方言の資料も含まれる。また、1920 年代
に収集されたアリュートル語資料も新たに発見され、コリヤーク語およびアリュートル語の通
時的研究や方言研究、またこの地域の言語の比較研究を進展させるために大きく貢献できた。 
 統語構造に関しては、チュクチ・カムチャッカ諸語との系統関係に疑問が持たれているイテリ
メン語の統語構造が、アリュートル語の統語構造と強い類似性を示すことが明らかになり、今後
のさらなる研究の発展が期待できる。 
 また、2018 年度と 2019 年度に国際シンポジウム International Symposium on Northern 
Languages and Cultures を開催した。2018 年度のシンポジウムは本研究プロジェクトのほか
に北海道大学スラブ・ユーラシア研究センタープロジェクト型共同研究「シベリア先住諸民族の
言語資料から見た社会と親族」（代表：永山ゆかり）、科研費基盤（B）「『混成言語』から見なお
すユーラシアの諸言語：言語接触と言語形成の類型を探る」（代表：藤代節）、アイヌ先住民研究
センター「言語アーカイブプロジェクト」（代表：丹菊逸治）との共催、2019 年度のシンポジウ
ムは科研費基盤（B）「「混成言語」を通してみるユーラシアの諸言語：言語接触と言語生態」（代
表：藤代節）および科研費挑戦的研究（萌芽）「言語の看取りと看取りの言語」（代表：藤代説）
との共催とし、国内の研究者に加えロシア・アメリカ合衆国・ドイツのシベリア先住民言語およ
び文化の研究者らを招聘し、シベリア諸言語の記録・保存ならびに言語資料の集積と共有に関し
て意見交換を行ない、今後も継続して国際協力を行なっていく体制を構築することができた。 
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